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アルカリ水電解による水素製造は，脱炭素社会を実現する基盤技術として期待されている。レ

ーザー加工は電極の表面積を大幅に増大させ電解効率を向上させるが[1]、同時に電解効率の低下

要因となる気泡生成も促進する。気泡生成を促進する加工面上の微細構造の特定が重要となる。

最近、我々はレーザーアブレーションで電極表面に単一のマイクロ構造を作成して水素生成を行

うと、マイクロ構造を取り囲む盛り上がったリム上に気泡生成サイトが優先的に現れることを明

らかにした[2]。ここでリム上の水素気泡生成サイトは酸素気泡生成サイトとしても機能するの

か？という素朴な疑問が湧いてくる。本発表ではこの疑問に答えるため、単一のレーザー誘起マ

イクロ構造を表面に有する Ni電極上で電極の極性反転によって水素、酸素生成を交互に行った際

に、マイクロ構造上に現れる水素、酸素気泡生成サイトが位置的に一致するかどうかを光学的に

確認する。 

Figure 1 にレーザー誘起マイクロ構造の表面プロファ

イルと水素、酸素生成中にそれぞれ見つけた水素（白丸）、

酸素（青丸）気泡生成サイトを示す。どちらの気泡生成

サイトも深さ約 6 μm のマイクロ凹構造を取り囲む高さ

1~2 µm のリム（赤色部分）上に存在し、さらに 9 つの

水素気泡生成サイトのうち、約半数の 6つ（白青丸）が

酸素気泡生成サイトと位置的に一致している。発生ガス

種に関わらず特定の電極表面構造が気泡生成を促進す

ることが確認できた。一方、マイクロ凹構造のない電極

面の平坦部においても酸素気泡生成が起きることも確

認された。これは、電極表面構造以外の要因、例えば電

極表面の化学状態なども酸素気泡生成に大きな影響を

与えていることを示唆している。講演では電極表面上の

化学状態と酸素気泡生成との関係性について調べた結果についても報告する。 

 本研究は，NEDO「水素利用等先導研究開発事業／水電解水素製造技術高度化のための基盤

技術研究開発／アルカリ水電解及び固体高分子形水電解の高度化」により実施した。 
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Figure 1. Surface profile of a laser 

induced microstructure on the Ni 

electrode surface and bubble formation 

sites of hydrogen (white circles) and 

oxygen (blue circles). 

第84回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2023 熊本城ホールほか3会場)21a-B205-6 

© 2023年 応用物理学会 03-209 3.6


